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民
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衆
議
院
議
員
伴
野
豊
君
提
出
住
環
境
の
質
的
向
上
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
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答
弁
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送
付
す
る
。
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衆
議
院
議
員
伴
野
豊
君
提
出
住
環
境
の
質
的
向
上
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

家
庭
用
流
し
台
又
は
調
理
台
を
含
む
キ
ッ
チ
ン
設
備
の
寸
法
を
定
め
る
日
本
工
業
規
格
Ａ
〇
〇
一
七
は
、
調
理
な
ど
の
作

業
を
す
る
面
を
構
成
す
る
部
材
で
あ
る
ワ
ー
ク
ト
ッ
プ
の
高
さ
に
つ
い
て
、
従
来
、
日
本
人
の
身
長
を
考
慮
し
て
八
百
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
又
は
八
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
定
め
て
い
た
が
、
平
成
十
年
八
月
二
十
日
に
、
国
際
標
準
化
機
構
の
定
め
る
国

際
規
格
で
あ
る
規
格
三
〇
五
五
と
の
整
合
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
新
た
に
九
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
及
び
九
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
を
追
加
し
、
現
在
、
八
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
八
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
九
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
又
は
九
百
五
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
い
ず
れ
か
の
高
さ
を
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
人
の
体
格
が
向
上
し
て
い
る
実
態
に
も
対
応
で
き
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
〇
〇
一
七
は
、
流
し
台
の
水
槽
の
深
さ
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、

国
際
標
準
化
機
構
の
定
め
る
国
際
規
格
で
あ
る
規
格
三
〇
五
五
に
合
わ
せ
、
定
め
て
い
な
い
。

ま
た
、
家
庭
用
流
し
台
又
は
調
理
台
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
〇
〇
一
七
の
ほ
か
に
日
本
工
業
規
格
Ｓ
一
〇
〇
五

も
適
用
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
、
当
該
規
格
に
お
い
て
は
、
流
し
台
又
は
調
理
台
の
高
さ
に
つ
い
て
は
八
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
又

は
八
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
、
流
し
台
の
水
槽
の
深
さ
に
つ
い
て
は
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い

一



る
が
、
現
在
市
場
に
流
通
し
て
い
る
製
品
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
工
業
規
格
Ａ
〇
〇
一
七
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
日
本
工
業

規
格
Ｓ
一
〇
〇
五
は
来
年
度
中
に
廃
止
す
る
予
定
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
く
住
宅
性
能
表
示
制
度
で
は
、

「
音
環
境
に
関
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
居
室
に
係
る
界
床
、
界
壁
及
び
外
壁
開
口
部
に
関
す
る
衝
撃
音
や
空
気
伝
搬
音
を
遮

断
す
る
対
策
等
の
程
度
に
つ
い
て
、
基
準
を
定
め
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
集
合
住
宅
に
お
け
る
生
活
騒
音
の
性
能
規
定
、
仕
様
規
定
を
定
め
る
」
こ
と
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
活
用
を
通
じ
て
音
環
境
に
関
す
る
対
策
の
普
及

を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
各
都
道
府
県
の
関
係
部
局
に
配
布

す
る
と
と
も
に
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
等
に
対
す
る
講
習
会
等
を
通
じ
て
、
そ
の
普
及

及
び
啓
発
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
等
は
も
と
よ
り
、
住
宅
の
賃
貸
人
及
び
賃
借

二



人
に
対
し
て
も
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
が
広
く
周
知
さ
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

�
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
賃
貸
住
宅
の
賃
借
人
の
入
退
去
時
に
お
け
る
錠
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
具
体
の
事
情
を
踏
ま
え
基
本
的
に
関
係

者
間
の
合
意
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
賃
貸
共
同
住
宅
に
お
け
る
侵
入
犯
罪
の
抑
止
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
十
四
年
十

二
月
に
、
賃
貸
共
同
住
宅
の
住
民
が
侵
入
犯
罪
対
策
を
行
い
や
す
く
な
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
や
、
賃
借
人
の
転
出
時
に

お
け
る
錠
の
取
扱
い
に
配
慮
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
等
に
対
し
て
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
関

係
省
庁
が
連
携
し
、
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
侵
入
犯
罪
対
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

�
に
つ
い
て

住
宅
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
は
、
国
民
的
視
点
に
立
ち
、
か
つ
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
適
時
に
、
政
策

効
果
を
把
握
し
、
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
の
政
策
へ
の
適
切
な
反
映
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


